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有限会社丸重屋
平手克治撮影

本日のシナリオ

はじめにはじめに
１. 会社概要

社会背景社会背景
２．端緒

ドローンドローン
３．つぶれない会社創り

さいごにさいごに
４．企業マインドの醸成

会社概要
商 号 有限会社丸重屋

所在地 [京都本店]
〒607-8214 京都市山科区勧修寺平田町57番地
TEL 075-591-1919 / FAX 075-592-1919

他事務所
[宇治オフィス・東京技術センター・東京LABO]

代表者 平手 克治
創 業 2000年12月
設 立 2003年10月
主事業内容 非破壊検査，大型土木構造物の点検・調査（ドローン点検等）
従業員数 40名
資本金 1000万円

破壊検査」
「土木構造物点検」

ご存知です？

「非

「非破壊検査」って？ ■仕事内容紹介その１
「土木構造物点検・調査」では、
現場で目視点検を行い、さらに詳細な調査が必要なら…
調査手法の一部として、非破壊検査を実施します。
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■仕事内容紹介その２
現場の情報をもとに点検調書（カルテ）を作成します

レジリエンス認定を取得しようと
考えたきっかけ

道路トンネルは、全トンネル数の約
22％が高度成長期に建設されてい
ます。
建設後50年以上経過したトンネル
は、10年後には現在の約2倍、20
年後には約2.4倍に、30年後には
約3.3倍に達するなど、今後の高齢
化が集中的に進むことになります。

国土技術政策総合研究所：平成25年度道路構造物に関する基本データ集，2015.

道路トンネル施設
我が国の道路総延長は，約127.9万kmであり、地球32周分に相当します。
2019年3月末現在，高速道路，国道，都道府県政令市，市町村道をあわせ
た全国のトンネル数は11,215本です。

なぜ、土木構造物点検が必要なのか？
道路トンネル施設
我が国にはトンネルが約1.1 万箇所あり、このうち、地方公共団体が管理する
トンネルは約0.8 万箇所と、約7 割を占めています。

出典：国土交通省道路局：道路メンテナンス年報，2019.

なぜ、土木構造物点検が必要なのか？

そのような時代背景の中
まさかの出来事がおこって

しまいました

(山梨県大月市消防本部)

笹子トンネル天井板落下事故 2012年（平成24年）12月2日
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出典：『国土交通』No.122(2013.10-11)
http://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_002953.html

『社会資本メンテナンス元年』の方針

いの一番にかけつける（かけつけたい）

そのような使命を持った会社が
発災時にその会社自体が

緊急事態（経営危機含む）になって
どうするんだ ⁉

復旧について

重要業務選定は、危機事象が発生した状況においても、継続する
必要性の高いものを重要業務とします。

• 重要業務と目標時間

１．橋梁点検業務の再開

２．非破壊検査業務の再開
※当社、災害対策マニュアルより抜粋

・目標復旧時間の設定

危機事象が発生した状況において、地域のインフラの復旧時間を
調査し策定します。

※当社、災害対策マニュアルより抜粋

つぶれない会社創りのために
取り入れたドローン技術

■ i-Constructionの推進

【建設現場の生産性革命】
2025年度までに2割向上を目指す方針が示された

構造物点検・支援

施設・設備監視

空中写真測量

鳥獣害対策

危険地域点検・調査 災害時応援

地域再生・振興

警備・防犯・防災営農支援

物流支援

映像・プロモーション

医療支援

🔴少子高齢化 → 人口減少 → 労働力不足・省エネ支援。

🔴４Kや６Kと言われる敬遠職種の代替え支援。

🔴復興や地方再生などの活力創出・地域振興支援。

社会実装が進む市場・業務（抜粋）

■ ドローンを取りまく市場
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ひび割れの可視化

ドローンを使った点検風景

■ 当社のドローン技術の発展
橋梁点検におけるドローン技術の活用

手元

TS
手元

従来の測量風景

ドローンを使った測量風景

■ 当社のドローン技術の発展

■土工部におけるICT土工（測量）

橋梁取付け部における「ICT土工」

施工前 施工後

・情報化技術を駆使することで全工程において作業の効率化ができる
・急峻な地形でも安全に測量作業できる。
・正確な土量が算出できる。
・現場を立体的に把握できるので、経験の浅い若手技術者にも容易に
現場を理解でき、問題点を早期に発見できる。

情弱であった会社…

先を見通す力を醸成する

これからの日本で、構造物の維持管理費の割合が減る
ことは考えられない。

出展：『平成30年12月12日
発注者責任を果たすための今後の建設生産性・管理システムのあり方に関する懇談会
維持管理部会（平成30年度第１回）

それらに伴い、当社の売り上げ（利益）も増加しています！
さいごに

昨今のコロナ禍のような一過性の因子に影響を受ける
会社からの脱却！

レジリエンスの概念を取り入れることを契機に
恒久的なモノ・コトを今一度見直し

新技術の活用（オープンイノベーション等）や
情報の交流等により、想定外を無くし、既知とすることで

より粘り強く、
しなやかな企業体質（企業マインド）を獲得でき

経営体力の強化を図ることができる！

ご清聴ありがとうございました
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